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〇川居 章さん（鈴鹿市消防本部中央消防鈴峰分署）〇桂 雅之さん（株式会社 三螢）           

〇水谷昌幸さん（株式会社 ワークス）〇野崎裕貴さん（株式会社 近畿日本ツーリスト） 

お忙しい中，本校の教育活動にご協力いただきありがとうございました。 

 

 

 
      
先輩方ありがとうございました 

 
12月 1日（火），キャリア教育の一環として 2年生で「ようこそ先輩」の取組を行いま

した。今年度は新型コロナウイルスの影響で「職場体験学習」中止となりました。その代わ

りとして，社会人の方 4 名をお招きして，仕事に対する姿勢や思い，大切にしている事な

どをお話ししていただきました。中学生の時期に将来どのような職業に就くかを具体的に

思い描くことはなかなか難しいことだと思います。しかし，今回のお話から働く上で「何

が必要か」「今何をすべきか」を知ることができたと思います。ここで学んだことを日々の

生活で実践し，未来を切り拓く力を身に付けていってほしいと思います。 
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話を聞く前は，あまり自分の将来ということが考

えにくかったけど，今回の話を聞いたことによっ

て少し将来について考えることができました。ま

た，大人になっても「時間を守る」「あいさつを

する」「言葉づかいを注意する」「身だしなみを整

える」など気をつけなければならないとわかりま

した。今からでもこのようなことに気をつけ，当

たり前が当たり前にできるようにしていきたい

です。 

世の中にはいろいろな仕事があるし，いろいろな苦労があるので，ぎりぎりまでしっかり考え

ようと思いました。やりがいや楽しみなどお仕事によってさまざまで，どのお仕事もすてきだ

なと思いました。学校に携わっている方のお話だったので日々お世話になっているということ

も知れました。 

いろんな方の「仕事をしてつらいと思ったと

き」と「仕事をして良かった。うれしかったこ

と」を聞いて，誰もが仕事に楽しさや，やりが

いを見つけているんだなと思いました。自分が

将来何かの仕事につくとき，やりがいや楽し

さ，うれしさを見つけられるようがんばりたい

と思いました。そして時間を守ること，あいさ

つができないと社会では通用しないと聞いて，

時間を自分は守れていないと感じました。これ

から「ようこそ先輩」を通じて学んだことを活

かしていきたいです。 
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令和２年度 「ぬくもりの一言」にご応募いただきありがとうございました。 

12月４日（金）にＰＴＡ役員の皆様を中心に選出させていただきました。今回の応募作品も子

ども達の健やかな成長を願う温かい言葉がたくさん寄せられました。 

自分の居場所がある。気の許せる仲間がいる。話をよく聞いてくれる先生がいる。そして，自分

をよく理解し支えてくれる様々な人がいる。このような環境の中で子どもたちは健やかに成長し

ていくのだと改めて感じました。 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

「ぬくもりの一言」ご協力ありがとうございました 

  
 

 

 

 
 

〇最優秀賞（横断幕作成） 

・今生きる みんなの日々が たからもの 

〇最優秀賞 

・寄り添うよ 気持ちはみんな 一緒だよ 

〇優秀賞  
・ありがとう みんな笑顔に 合言葉 
・ごめんなさいありがとう 笑顔になれる 言葉だね 
・そばにいる つらいときこそ 頼ってよ 
・作ろうよ やめようと言える いいクラス 
・強くなる となりに君が いるだけで 
・つらいよね こころのいたみ うちあけて 
・どんな日も 君の人生 一ページ 
・守りたい 負けない心と その笑顔 
・迷惑じゃないよ 素直に話して あなたのきもち 

  

今日お話を聞くまでは，自分の将来についてとても不安でした。しかし，話を聞いているうち

に段々不安は無くなっていきました。なぜなら，将来において大事なことをおっしゃっていた

からです。その中でも一番心に残ったのは「時間を守る」ことです。いつも僕は，朝８時２８分

ぐらいに教室に着くけど，そのお話のないようは「ギリギリでは遅刻と同じ」です。たしかに

僕はいつもギリギリに来ているけれど，このままだったら将来会社でギリギリに来てしまった

ら大事な会議とかもすっぽかしてしまうかもわかりません。そうならないためにも今から直し

ていきたいです。 

失敗を知識に変える働き方や悔しさからまた学べる働き方，いろんなことを学ぶことができた。

もう来年には，進路のことや将来自分がどの道へ進むか考えなくちゃいけない中で，今日聞い

た，これから大切なあいさつや言葉，身だしなみなど当たり前のことを言われなくてもできるよ

うな大人になれたらなと思った。 

今日は実際に社会で働いている人たちに来てもらって，話を聞かせてもらって社会に出て大切

なことをたくさん教えてもらいました。例えば，かつらさんが言っていた，あいさつは上司や部

下など人への信頼を築く大事なことだということが分かりました。そして，その信頼は必ず役に

立つと思うのであいさつだけでなく，感謝の気持ちとして「ありがとう」や日々の言葉づかいな

どの細かいところをするだけでも相手から信頼してもらえると思うので将来に向けてがんばり

たいです。そして，社会で生きていけるように今から積み上げを大切にしていきたいです。 


